
留 学 生 と の 新 年 交 流 会

　

当
時
、
代
表
の
浅
輪
奈
美
さ
ん

が
通
っ
て
い
た
ス
ポ
ー
ツ
ジ
ム
の

メ
ニ
ュ
ー
の
中
に
あ
っ
た
ズ
ン
バ

を
始
め
た
と
こ
ろ
、
す
っ
か
り
そ

の
魅
力
に
取
り
つ
か
れ
た
と
の
こ

と
で
す
。　
　
　
　
　

　

ズ
ン
バ
と
は
、
ス
ペ
イ
ン
語
で

「
お
祭
り
騒
ぎ
」
と
の
意
味
。
そ

の
名
の
と
お
り
、
皆
さ
ん
が
楽
し

そ
う
に
踊
っ
て
い
た
の
が
印
象
に

残
り
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
事
情
が
あ
っ
て
ス

ポ
ー
ツ
ジ
ム
は
辞
め
て
い
た
の
で

す
が
、
当
時
の
ズ
ン
バ
の
先
生

だ
っ
た
小
野
洋
子
さ
ん
と
、
偶
然

街
で
「
運
命
的
な
」
再
会
を
果
た

し
た
こ
と
で
、
浅
輪
さ
ん
の
ズ
ン

バ
熱
が
復
活
。
さ
っ
そ
く
、
当
時

お
子
さ
ん
が
通
っ
て
い
た
南
郷
保

育
園
の
「
マ
マ
友
」
に
声
を
か
け

て
、
サ
ー
ク
ル
を
立
ち
上
げ
た
と

い
う
こ
と
で
し
た
。

　

現
在
は
、
小
野
さ
ん
が
転
出
さ

れ
た
た
め
指
導
者
は
お
ら
ず
、
普

段
の
活
動
は
浅
輪
さ
ん
を
中
心
に

活
動
し
て
お
り
、
メ
ン
バ
ー
は
、

子
ど
も
を
持
つ
お
母
さ
ん
が
ほ
と

ん
ど
と
の
こ
と
で
、
お
子
さ
ん
連

れ
で
も
気
軽
に
参
加
し
や
す
い
の

が
こ
の
サ
ー
ク
ル
の
魅
力
で
す
。

（
た
だ
し
、
「
活
動
中
の
お
子
さ

ん
の
保
護
に
つ
い
て
は
参
加
者
自

身
の
責
任
で
お
願
い
し
た
い
」
と

の
こ
と
で
し
た
。
）

　

子
ど
も
た
ち
も
、
お
母
さ
ん
と

一
緒
に
通
っ
て
い
る
間
に
、
す
っ

か
り
リ
ズ
ム
を
覚
え
て
し
ま
い
、

時
に
は
自
己
流
で
踊
り
だ
す
子
も

い
る
の
だ
と
か
。

　

と
て
も
明
る
い
雰
囲
気
の
サ
ー

ク
ル
で
し
た
。

【
設
　
立
】

　

平
成
24
年
９
月

【
活
動
日
】

　

毎
週
木
曜
日

　

午
前
11
時
〜
12
時
ま
で

【
会
　
費
】

　

な
し
（
指
導
者
が
来
る
時
に
は

　

５
０
０
円
を
徴
収
）

【
会
　
員
】

　

現
在
10
名
ほ
ど

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　

代
表
の
浅
輪
さ
ん
（
Ｅ
メ
ー
ル

ｎ
ａ
ｍ
ｉ
ｈ
ｅ
ｉ
―
ｂ
ｅ
ｓ
＠
ｅ

ｚ
ｗ
ｅ
ｂ
．
ｎ
ｅ
．
ｊ
ｐ
）
、
ま

た
は
城
東
公
民
館
ま
で
。

（
サ
ー
ク
ル
の
方
よ
り
、
お
話
を

伺
い
ま
し
た
。
）

　

和
み
手
と
は
ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー

ジ
の
こ
と
で
す
。
赤
ち
ゃ
ん
に

マ
ッ
サ
ー
ジ
を
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
リ
ン
パ
の
め
ぐ
り
が
良
く
な

り
、
肌
に
触
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

親
子
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が

増
し
ま
す
。
マ
ッ
サ
ー
ジ
を
す
る

こ
と
で
赤
ち
ゃ
ん
の
体
調
の
変
化

が
観
察
で
き
る
し
、
関
節
が
柔
ら

か
く
な
り
、
身
体
機
能
の
向
上
に

つ
な
が
り
ま
す
。
又
、
赤
ち
ゃ
ん

の
寝
つ
き
も
良
く
な
り
ま
す
。

　

毎
日
の
育
児
や
家
事
に
追
わ
れ

て
い
る
お
母
さ
ん
た
ち
の
間
に
友

達
が
で
き
、
そ
れ
ま
で
知
ら
な

か
っ
た
母
親
同
士
の
話
し
合
い
に

よ
り
、
今
ま
で
悩
ん
で
い
た
問
題

や
、
ミ
ル
ク
の
飲
ま
せ
方
、
お
む

つ
交
換
等
の
話
も
で
き
ま
す
。

　

松
本
市
へ
転
入
し
て
き
て
、
あ

ま
り
知
り
合
い
の
な
か
っ
た
お
母

さ
ん
の
悩
ん
で
い
た
こ
と
等
話
し

合
い
が
で
き
ま
す
。

　

同
じ
友
達
同
士
が
話
し
合
う
事

に
よ
っ
て
、
お
母
さ
ん
の
ス
ト
レ

ス
が
な
く
な
り
、
赤
ち
ゃ
ん
も
ス

ク
ス
ク
と
健
康
に
育
っ
て
い
く
事

に
な
る
と
思
い
ま
す
。

　

赤
ち
ゃ
ん
は
言
葉
は
通
じ
な
く

て
も
マ
ッ
サ
ー
ジ
を
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
お
母
さ
ん
の
言
う
事
を

理
解
し
よ
う
と
し
て
く
れ
る
と
思

い
ま
す
。
こ
の
こ
と
を
行
う
こ
と

に
よ
っ
て
、
赤
ち
ゃ
ん
に
対
す
る

Ｄ
Ｖ
な
ど
考
え
ら
れ
な
く
な
る
と

思
い
ま
す
。
赤
ち
ゃ
ん
が
健
康
で

す
こ
や
か
に
育
っ
て
い
く
こ
と
を

願
っ
て
お
り
ま
す
。

【
設
　
立
】

　

平
成
19
年

【
指
導
者
】

　

井
出
敏
江
さ
ん

【
活
動
日
】

　

毎
月
第
１
、
第
３
金
曜
日

【
会
　
費
】

　

月
額
６
０
０
円

【
会
　
員
】

　

10
名

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　

井
出
さ
ん
（
☎
０
８
０
―
６
８

０
６
―
３
７
０
０
）
、
ま
た
は
城

東
公
民
館
へ
。

ズ
ン
バ
の
会

和
み
手

な
ご
　
　  

て

城
東
公
民
館
の
サ
ー
ク
ル
紹
介

城
東
公
民
館
の
サ
ー
ク
ル
紹
介
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平
成
26
年
度

（
順
不
同
・
敬
称
略
）

城
東
公
民
館
委
員
の
皆
さ
ん

　

桜
の
花
満
開
の
４
月
13
日
、

地
区
人
権
啓
発
推
進
協
議
会
委

員
22
名
で
、
阿
智
村
・
満
蒙
開

拓
平
和
記
念
館
の
視
察
研
修
を

行
い
ま
し
た
。
午
前
に
飯
田
の

杵
原
学
校
を
見
学
、
見
事
な
枝

垂
桜
、
地
元
民
の
熱
意
で
取
り

壊
し
を
免
れ
た
校
舎
が
現
在
、

有
効
活
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
に

感
心
致
し
ま
し
た
。

　

午
後
、
平
和
記
念
館
に
て
見

学
後
、
国
策
で
満
州
に
移
住
し

た
「
満
蒙
開
拓
語
り
部
」
中
島

千
鶴
さ
ん
の
人
生
に
つ
い
て
、

テ
レ
ビ
信
州
の
取
材
ス
タ
ッ
フ

と
共
に
一
時
間
程
、
質
問
を
交

え
話
を
聞
き
ま
し
た
。

　

両
親
と
共
に
家
族
10
人
で
昭

和
７
年
、
８
歳
で
渡
り
、
現
地
は

聞
い
た
話
と
大
違
い
、
家
は
無
く

氷
点
下
30
度
の
厳
し
い
生
活
だ
っ

た
そ
う
で
す
。

　

ソ
連
参
戦
で
敗
戦
後
、
約
１
ヶ

月
に
及
ぶ
苦
難
の
逃
避
行
を
続
け
、

収
容
所
に
た
ど
り
着
き
、
そ
の
後

中
国
人
と
結
婚
、
昭
和
60
年
、
下

の
子
供
２
人
を
連
れ
て
永
住
帰
国

し
た
折
の
、
残
留
婦
人
へ
の
国
・

役
人
の
対
応
に
大
変
苦
労
さ
れ
た

と
お
聞
き
し
、
国
民
の
人
生
の
一

生
を
左
右
す
る
戦
争
は
絶
対
だ
め

と
思
い
ま
し
た
。
帰
り
は
研
修
で

感
じ
た
こ
と
、
思
っ
た
こ
と
を
語

り
合
い
な
が
ら
の
車
中
と
な
り
ま

し
た
。

　

「
地
域
づ
く
り
」
と
言
わ
れ
て

皆
さ
ん
は
、
ど
ん
な
こ
と
を
思
い

浮
か
べ
た
で
し
ょ
う
か
。
「
地
域

づ
く
り
な
ん
て
も
の
は
、
昔
か
ら

町
会
の
役
員
を
中
心
に
自
分
た
ち

で
や
っ
て
き
た
よ
」
と
思
わ
れ
る

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
そ
う
で
す
ね
。

そ
の
通
り
だ
と
思
い
ま
す
。
大
昔

か
ら
、
町
内
の
中
の
問
題
は
町
内

の
中
で
そ
れ
ぞ
れ
解
決
さ
れ
て
来

ら
れ
た
と
思
い
ま
す
。

　

と
こ
ろ
が
、
世
の
中
は
段
々
住

み
難
く
な
っ
て
き
た
と
言
わ
れ
ま

す
。
少
子
高
齢
化
、
人
口
減
少
化

の
影
響
な
の
か
町
内
の
中
に
は
空

き
家
が
目
立
っ
て
き
ま
し
た
。
ま

た
、
世
間
で
話
題
と
な
っ
て
い
る

買
い
物
弱
者
や
交
通
弱
者
の
問
題

な
ど
、
考
え
て
み
れ
ば
様
々
な
問

題
が
挙
が
っ
て
き
ま
す
。
こ
れ
が

皆
さ
ん
の
住
ん
で
い
る
地
区
の
地

域
課
題
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

そ
し
て
こ
の
地
域
課
題
は
、
今

後
益
々
複
雑
化
し
、
地
域
の
中
だ

け
で
も
、
行
政
だ
け
で
も
解
決
す

る
こ
と
が
難
し
く
な
り
つ
つ
あ
り

ま
す
。
そ
こ
で
、
地
域
の
皆
さ
ん

が
主
体
と
な
っ
て
、
こ
う
し
た
地

域
課
題
を
今
か
ら
把
握
し
、
解
決

に
向
け
て
考
え
て
行
く
お
手
伝
い

を
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
市

内
35
地
区
に
「
地
域
づ
く
り
セ
ン

タ
ー
」
が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

「
城
東
地
区
地
域
づ
く
り
セ
ン

タ
ー
」
は
城
東
公
民
館
併
設
で
設

置
さ
れ
ま
し
た
。

　

城
東
地
区
地
域
づ
く
り
セ
ン

タ
ー
は
公
民
館
、
福
祉
ひ
ろ
ば
、

各
団
体
、
関
連
施
設
な
ど
と
連
携

を
取
り
な
が
ら
、
地
区
住
民
の
皆

さ
ん
の
安
全
で
、
安
心
な
住
み
よ

い
ま
ち
づ
く
り
の
お
手
伝
い
を
さ

せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
理
解
と
ご
協

力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

城
東
地
区
地
域
づ
く
り
セ
ン
タ
ー

　
　
セ
ン
タ
ー
長
　
布
山
　
智
子

◆
運
営
委
員
会　
　

　

麻
田　

晃　
　

（
和
泉
町
二
丁
目
）

　

瀧
澤　

和
子　

（
岡
の
宮
町
）

　

小
口　

恒
弘　

（
和
泉
町
二
丁
目
）

　

横
山　

昭
次　

（
女
鳥
羽
町
）

　

坂
井　

勉　
　

（
女
鳥
羽
町
）

　

北
沢　

徳
明　

（
女
鳥
羽
町
）

　

岸
川　

修　
　

（
元
町
南
）

　

津
田　

恒
夫　

（
元
町
中
）

　

戸
部　

哲
一　

（
岡
の
宮
西
）

　

降
旗　

康
人　

（
元
町
南
）

　

栁
澤　

春
雄　

（
元
町
北
）

◆
図
書
視
聴
覚
委
員
会

　

津
田　

恒
夫　

（
元
町
中
）

　

瀧
澤　

隆
男　

（
元
町
上
）

　

小
口　

恒
弘　

（
和
泉
町
二
丁
目
）

　

百
瀬　

二
郎　

（
元
町
上
）

　

相
河　

敏
子　

（
元
町
上
）

　

櫻
井　

辰
郎　

（
岡
の
宮
文
園
町
）

　

都
筑　

喜
代
子
（
女
鳥
羽
町
）

　

千
葉　

源
美　

（
元
町
上
）

◆
体
育
委
員
会

　

戸
部　

哲
一　

（
岡
の
宮
西
）

　

小
口　

恒
弘　

（
和
泉
町
二
丁
目
）

　

藤
本　

け
さ
子
（
女
鳥
羽
町
）

　

衣
川　

勇　
　

（
元
町
上
）

　

百
瀬　

広
子　

（
岡
の
宮
文
園
町
）

　

佐
藤　

昭
明　

（
曙
町
）

　

中
島　

甲
子
雄
（
元
町
上
）

◆
館
報
編
集
委
員
会

　

栁
澤　

春
雄　

（
元
町
北
）　

　

佐
藤　

昭
明　

（
曙
町
）

　

佐
藤　

良
一　

（
岡
の
宮
文
園
町
）

　

酒
井　

康
至　

（
岡
の
宮
町
）

　

百
瀬　

研
吉　

（
岡
の
宮
西
）

　

小
原　

申
幸　

（
和
泉
町
一
丁
目
）

　

小
口　

恒
弘　

（
和
泉
町
二
丁
目
）

　

渡
辺　

彰　
　

（
北
上
横
田
）

　

横
山　

昭
次　

（
女
鳥
羽
町
）

　

征
矢
野　

邦
彦
（
元
町
南
）

　

鷹
巣　

滋　
　

（
元
町
中
）

　

衣
川　

勇　
　

（
元
町
上
）

◇
全
市
版
館
報
編
集
委
員

　

征
矢
野　

邦
彦
（
元
町
南
）

◆
文
化
委
員

　

降
旗　

康
人　

（
元
町
南
）　

　

寺
島　

健
次　

（
女
鳥
羽
町
）

　

中
島　

あ
い
子
（
元
町
上
）　

　

櫻
井　

み
き
子
（
岡
の
宮
文
園
町
）

　

花
岡　

進　
　

（
元
町
北
）

　

山
崎　

茂　
　

（
元
町
上
）

◆
城
東
公
民
館

　

館
長　

原
田　

武
邦

　

補
佐　

布
山　

智
子
（
併
）

　

主
事　

小
林　

慶
吾

　

事
務　

中
島　

あ
い
子

　

事
務　

太
田　

智
栄

城
東
地
区
地
域
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
が

設
置
さ
れ
ま
し
た
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平
成
26
年
度 

人
権
視
察
研
修
に
参
加
し
て

城
東
地
区
人
権
啓
発
推
進
協
議
会
　
会
長
　
北
沢
　
徳
明


